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第
二
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
　
取
組
状
況
（
令
和
６
年
度
）

計
画

ﾍ
ﾟｰ
ｼ
ﾞ
基
本

目
標

取
組

目
標

項
　
　
　
　
　
　
目

担
当
課

令
和
７
年
度

目
標
値

令
和
６
年
度
末

現
状
値

取
組
状
況
、
目
標
値
に
対
す
る
評
価
、
次
年
度
へ
向
け
て
の
コ
メ
ン
ト
　
等

1
0

1
(1
)
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
講

座
等
の
年
間
開
催
数

政
策
秘
書
課

2
回

1
回

　
令
和
６
年
度
は
、
ぴ
ゅ
あ
峡
南
の
出
前
講
座
を
利
用
し
、
推
進
委
員
の
勉
強
会
を
開

催
し
た
。
今
後
は
、
委
員
の
勉
強
会
の
ほ
か
、
町
内
各
種
団
体
・
各
地
区
等
を
対
象
に

講
座
の
開
催
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
広
報
「
ふ
じ

か
わ
」
に
掲
載
す
る
な
ど
積
極
的
に
情
報
発
信
し
た
。

1
0

1
(1
)
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
講

座
等
の
年
間
参
加
者
数

政
策
秘
書
課

1
0
0
人

5
8
人

　
ぴ
ゅ
あ
峡
南
の
出
前
講
座
を
利
用
し
、
各
区
に
声
掛
け
を
し
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。

引
き
続
き
、
委
員
の
勉
強
会
の
ほ
か
、
各
地
区
お
よ
び
町
内
各
種
団
体
等
を
対
象
に

講
座
の
開
催
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

1
0

1
(1
)
広
報
誌
へ
の
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
記
事
の
年
間
掲
載
数

政
策
秘
書
課

1
2
回

1
2
回

リ
コ
チ
ャ
レ
、
Ｄ
Ｖ
、
男
女
共
同
参
加
の
視
点
か
ら
地
域
防
災
を
考
え
る
な
ど
、
様
々
な

テ
ー
マ
で
啓
発
記
事
を
掲
載
し
た
。
引
き
続
き
、
毎
月
掲
載
し
、
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

1
1

1
(2
)
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
研

修
会
等
へ
の
保
育
士
の
参
加
率
（
年

間
）

子
育
て
支
援
課

1
0
.0
%

0
.0
%

令
和
6
年
度
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
研
修
へ
の
参
加
は
な
か
っ
た
。
今
後

は
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
研
修
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
。

1
1

1
(2
)
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
研

修
会
等
へ
の
教
職
員
の
参
加
率
（
年

間
）

教
育
総
務
課

3
0
.0
%

0
.0
%

該
当
す
る
研
修
が
少
な
く
、
多
忙
な
教
員
の
受
講
の
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
今
後
も
研
修
の
機
会
を
周
知
し
参
加
を
促
す
。

1
1

1
(2
)
男
女
混
合
名
簿
実
施
保
育
所
数

子
育
て
支
援
課

全
保
育
所

全
保
育
所

全
園
生
年
月
日
順
の
男
女
混
合
名
簿
を
作
成
し
、
使
用
し
て
い
る
。

1
1

1
(2
)
男
女
混
合
名
簿
実
施
小
・
中
学
校
数

教
育
総
務
課

全
学
校

全
学
校

毎
年
、
町
内
小
中
学
校
全
校
に
お
い
て
、
実
施
済

1
1

1
(2
)
性
別
に
よ
り
限
定
さ
れ
な
い
制
服
の

導
入
に
関
す
る
検
討
年
間
実
施
回

数
教
育
総
務
課

3
回

4
回

令
和
7
年
4
月
に
開
校
し
た
富
士
川
中
学
校
の
制
服
は
、
性
別
に
関
係
な
く
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
同
じ
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
・
ス
カ
ー
ト
を
選
べ
る
仕
様
に
し
、
開
校
当
初
か
ら
生

徒
が
着
用
し
て
い
る
。
（
導
入
済
）
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第
二
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
　
取
組
状
況
（
令
和
６
年
度
）

計
画

ﾍ
ﾟｰ
ｼ
ﾞ
基
本

目
標

取
組

目
標

項
　
　
　
　
　
　
目

担
当
課

令
和
７
年
度

目
標
値

令
和
６
年
度
末

現
状
値

取
組
状
況
、
目
標
値
に
対
す
る
評
価
、
次
年
度
へ
向
け
て
の
コ
メ
ン
ト
　
等

1
1

1
(2
)
国
際
交
流
事
業
の
年
間
実
施
回
数

政
策
秘
書
課

年
8
回

1
2
回

作
文
・
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
は
例
年
通
り
開
催
し
、
応
募
者
1
2
人
、
1
2
月
に
表
彰
を
行
っ

た
。
日
本
語
教
室
は
、
４
月
に
開
講
し
前
2
8
回
実
施
し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
は
、
英
語
に
ふ
れ
よ
う
（
2
回
）
、
キ
ム
チ
作
り
教
室
、
茶
道
体
験
教

室
を
実
施
し
、
参
加
者
は
併
せ
て
7
5
人
で
あ
っ
た
。

今
後
も
様
々
な
事
業
を
通
し
て
、
国
際
交
流
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

1
5

2
(1
)
自
治
会
・
各
種
団
体
等
と
の
共
催
に

よ
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座

等
の
年
間
実
施
回
数

政
策
秘
書
課

1
回

1
回

　
推
進
委
員
及
び
各
区
参
加
に
よ
り
、
山
梨
県
の
出
前
講
座
を
利
用
し
、
講
演
会
（
勉

強
会
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
公
正
っ
て
何
？
）
を
開
催
し
た
。

1
5

2
(1
)
自
治
会
・
各
種
団
体
等
の
運
営
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
年
間
実
施
回
数

政
策
秘
書
課

1
回

0
回

　
令
和
６
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
令
和
７
年
度
は
、
各

種
団
体
等
と
の
共
催
の
事
業
を
実
施
す
る
中
で
、
併
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
住
民
意

識
調
査
も
実
施
し
た
い
。

1
6

2
(2
)
防
災
会
議
委
員
（
８
号
委
員
：
自
主

防
災
組
織
及
び
学
識
経
験
者
）
へ
の

女
性
登
用
率

防
災
交
通
課

5
0
.0
%

5
%

　
引
き
続
き
、
８
号
委
員
へ
の
女
性
登
用
に
取
り
組
む
。

1
6

2
(2
)
消
防
委
員
へ
の
女
性
登
用
率

防
災
交
通
課

3
0
%

2
0
%

　
引
き
続
き
、
消
防
委
員
へ
の
女
性
登
用
に
取
り
組
む
。

1
6

2
(2
)
災
害
時
に
お
け
る
各
長
期
避
難
所

運
営
本
部
へ
の
女
性
配
置

防
災
交
通
課

1
0
0
%

5
%

　
令
和
6
年
度
は
、
大
規
模
災
害
等
に
お
け
る
長
期
避
難
所
運
営
が
な
か
っ
た
が
、
発

災
後
、
必
要
に
応
じ
て
「
一
般
・
地
震
災
害
職
員
配
備
要
領
」
に
基
づ
き
、
女
性
配
置
を

計
画
し
て
い
る
。

1
6

2
(2
)
消
防
団
各
分
団
へ
の
女
性
消
防
団

員
の
配
置
人
数

防
災
交
通
課

各
分
団
2
人

第
3
分
団
/
2
人

　
引
き
続
き
、
各
分
団
1
人
程
度
の
女
性
団
員
が
配
置
で
き
る
よ
う
、
団
員
の
確
保
に
取

り
組
む
。
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第
二
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
　
取
組
状
況
（
令
和
６
年
度
）

計
画

ﾍ
ﾟｰ
ｼ
ﾞ
基
本

目
標

取
組

目
標

項
　
　
　
　
　
　
目

担
当
課

令
和
７
年
度

目
標
値

令
和
６
年
度
末

現
状
値

取
組
状
況
、
目
標
値
に
対
す
る
評
価
、
次
年
度
へ
向
け
て
の
コ
メ
ン
ト
　
等

1
6

2
(2
)
防
災
に
関
す
る
講
座
等
へ
の
年
間

女
性
参
加
者
数

防
災
交
通
課

1
0
人

6
人

　
令
和
6
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
富
士
川
町
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を

開
講
し
た
。
受
講
者
1
7
名
（
内
、
女
性
受
講
者
が
6
名
）
で
あ
っ
た
。
次
年
度
も
引
き
続
き

実
施
し
て
い
く
。

2
4

3
(1
)
行
政
委
員
・
審
議
会
等
委
員
へ
の
女

性
登
用
率

②
別
表
（
審
議
会

等
委
員
）
へ

3
0
.0
%

「
②
別
表
（
審
議
会
等
委
員
）
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

委
員
数
の
基
準
日
は
令
和
７
年
４
月
１
日
で
す
。

2
4

3
(1
)
女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
講
座
等

の
年
間
参
加
者
数

政
策
秘
書
課

1
0
人

1
3
人

　
県
主
催
の
講
座
等
に
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
が
参
加
し
た
。

2
5

3
(2
)
男
性
が
参
加
対
象
の
栄
養
教
室
の

年
間
開
催
数

福
祉
保
健
課

4
回

1
回

令
和
6
年
度
は
生
活
習
慣
病
予
防
の
食
事
に
つ
い
て
、
講
義
と
調
理
実
習
を
実
施
し

た
。
男
性
の
参
加
が
な
か
っ
た
た
め
、
男
性
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
な
教
室
の
周
知
を

検
討
し
て
い
く
。

2
5

3
(2
)
両
親
学
級
の
年
間
開
催
数

子
育
て
支
援
課

6
回

6
回

隔
月
で
年
６
回
開
催
し
、
１
８
組
の
参
加
が
あ
っ
た
。
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
周
知

を
行
い
、
希
望
者
に
受
講
し
て
も
ら
っ
た
。

2
5

3
(2
)
育
児
教
室
の
年
間
開
催
数

子
育
て
支
援
課

1
1
0
回

6
5
回

母
子
保
健
担
当
で
は
、
す
こ
や
か
教
室
１
１
回
、
離
乳
食
教
室
６
回
、
の
び
っ
こ
教
室
２

３
回
開
催
し
た
。
ま
た
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
と
し
て
２
５
回
開
催
し

た
。

2
5

3
(2
)
両
親
学
級
へ
の
父
親
参
加
率
（
年

間
）

子
育
て
支
援
課

9
0
.0
%

1
0
0
.0
%

参
加
者
は
全
員
が
夫
婦
（
両
親
）
揃
っ
て
の
参
加
で
あ
っ
た
。
父
親
の
育
児
参
加
の
動

機
付
け
と
な
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

2
5

3
(2
)
育
児
教
室
へ
の
父
親
参
加
率
（
年

間
）

子
育
て
支
援
課

5
.0
%

1
8
.5
%

父
親
参
加
で
は
、
す
こ
や
か
教
室
で
は
１
回
、
の
び
っ
こ
教
室
で
は
６
回
、
ぴ
よ
ぴ
よ
ク

ラ
ブ
で
は
５
回
、
延
べ
１
８
人
の
父
親
が
参
加
を
し
て
い
る
。
特
に
の
び
っ
こ
教
室
で
は

父
親
と
児
だ
け
で
参
加
す
る
な
ど
、
父
親
の
育
児
参
加
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
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第
二
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
　
取
組
状
況
（
令
和
６
年
度
）

計
画

ﾍ
ﾟｰ
ｼ
ﾞ
基
本

目
標

取
組

目
標

項
　
　
　
　
　
　
目

担
当
課

令
和
７
年
度

目
標
値

令
和
６
年
度
末

現
状
値

取
組
状
況
、
目
標
値
に
対
す
る
評
価
、
次
年
度
へ
向
け
て
の
コ
メ
ン
ト
　
等

3
1

4
(1
)
D
V
に
関
す
る
講
座
等
へ
の
年
間
参

加
者
数

福
祉
保
健
課

1
0
人

2
人

D
V
に
関
す
る
研
修
会
や
実
務
者
会
議
に
参
加
を
し
た
。

研
修
会
等
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
な
が
っ
た
。

今
後
も
、
研
修
会
へ
の
参
加
を
進
め
た
い
。

3
1

4
(1
)
広
報
誌
へ
の
D
V
に
関
す
る
記
事
年

間
掲
載
回
数

福
祉
保
健
課

2
回

1
回

推
進
月
間
な
ど
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
く
。

3
1

4
(1
)
D
V
に
関
す
る
窓
口
周
知
媒
体
数

福
祉
保
健
課

4
種
類

5
種
類

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
ＩＮ
Ｅ
、
相
談
窓
口
周
知
カ
ー
ド
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

更
に
、
広
く
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

3
2

4
(2
)
不
妊
治
療
年
間
補
助
件
数

子
育
て
支
援
課

2
0
件

7
件

令
和
４
年
度
か
ら
不
妊
治
療
が
保
険
適
応
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
申
請
件
数
が
減
少

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
来
年
度
も
必
要
な
方
に
助
成
を
し
て
い
く
。
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　審議会等委員女性登用率

№ 名称 総数 うち女性数 女性比率

1 教育委員 4 1 25.00%

2 選挙管理委員 4 1 25.00%

3 公平委員 3 1 33.33%

4 監査委員 2 0 0.00%

5 固定資産評価委員 3 0 0.00%

6 農業委員 14 0 0.00%

7 農地利用最適化推進委員 8 0 0.00%

8 消防委員会委員 10 2 20.00%

9 都市計画審議会委員 9 0 0.00%

10 町営住宅管理運営委員会委員 8 1 12.50%

11 環境衛生委員会委員 16 1 6.25%

12 国民健康保険運営協議会委員 12 3 25.00%

13 男女共同参画推進委員 8 5 62.50%

14 児童センター運営委員 16 8 50.00%

15 子ども子育て会議委員 19 9 47.37%

16 スポーツ推進委員協議会委員 21 4 19.05%

17 社会教育委員 15 3 20.00%

18 奨学金審議会委員 5 2 40.00%

19 文化財保護審議会委員 10 2 20.00%

20 公民館運営審議会委員 15 3 20.00%

21 介護保険運営協議会委員 9 2 22.22%

22 地域包括支援センター運営協議会委員 9 5 55.56%

23 個人情報保護審査会・情報公開審査会委員 4 2 50.00%

24 行政不服審査会委員 4 2 50.00%

25 要保護児童対策地域協議会委員 23 6 26.09%

26 景観審議会委員 12 3 25.00%

27 環境審議会委員 10 3 30.00%

28 図書館協議会委員 10 5 50.00%

283 74 26.15%合計

5



富士川町男女共同参画推進委員会予定 

 
　７月１日（火）　富士川町男女共同参画推進委員会委嘱式および 
　　　　　　　　　第２回富士川町男女共同参画推進委員会 
　　　　　　　　　　○令和７年度の活動計画について 
　　　　　　　　　　〇その他 
 
　１１月上旬　　　第３回男女共同参画推進委員会 
　　　　　　　　　　○委員会主催事業について 
　　　　　　　　　　○ぴゅあフェスティバル２０２５について 
 
　　　　　　　　　　　 

男女共同参画関連イベント予定 

 
○県主催事業 
男女共同参画図画コンクール 
　・応募期限　９月１２日（金） 
　・表彰　　１１月下旬 
 
〇ぴゅあフェスティバル２０２５　 
　１２月１３日（土）、１４日（日） 
　ぴゅあ３館合同開催でメイン会場はぴゅあ総合 
　峡南は１３日（土）のみ　ぴゅあ峡南（交流室）で開催予定
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